中学校第１学年○組　学級活動学習指導案
　
　
１　題材　「わたしたちの毎日と食生活」

　　　　　　内容（２）ケ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
２　題材について

(1) 生徒の実態

本学級の生徒は，素直でまじめな生徒が多く，自分の係の仕事は責任をもって行う。給食時間も同じように準備や後片付けなど決められたことは，ほとんどの生徒が自分の役割をきちんとできる。また，本校では，残菜が出ないように工夫をしている。しかし，食事に対する考え方には個人差あるため，好き嫌いや量が食べられないといった生徒も数名おり，給食時間にマナーに関するトラブルが発生した。このことから，給食については，一人一人に課題が多くあるのも現状である。
(2) 題材設定の理由

食事に対する考え方はその人の生育環境が大きく影響しているので，好みや食べる量，あるいは食べる時間には個人差がある。しかし，学校給食では，食べる時間や食べる食材･量ともにおおむね決まっている。学校給食では，決まったものを集団で食事することを通して，好き嫌いをなくすことや準備から後片付けまでの時間を守ること，マナーを守ることを心がけることが大切である。しかし，それだけではなく，食材やたくさん食べることに苦手を感じている生徒は，自分で友だちに協力してもらうようお願いをする，当番は準備を早くすることで食事の時間をできるだけ多く確保するなどの工夫をすることも必要である。
本題材では，事前に「食事のマナーについて考える」という道徳の授業を行った。その中で，学校栄養職員から話を聞くことで，会食する相手，作ってくれた人の気持ちを大切にしながら食べるという学校給食の役割について理解させたい。次に，ペア活動を通して，互いに聞き合う関係づくりをしながら，家での食事や学校給食に対する自分と他人の考えの共通点や違いに気付かせる。そして，話合い活動を通して，個人や学級の給食の実態を考えさせ，自分だけではなく他人とともに食事をする給食を，快適な時間にするために自分にできることを自己決定させる。最後に，日常生活において生徒一人一人がめあてをもって働き掛けることで，学級における給食をお互いに楽しく，気持ちよく過ごすことができるようにしたい。
３　指導のねらい

学校の給食の時間は一人一人のからだをつくる大切な時間であるとともに，給食を通して他人との関わり学ぶことができることを理解し，お互いに楽しく，気持ちよく過ごすためにはどうすればよいか，互いの考えを生かし合いながら話合い活動を深めることを通して，自分ができることを考えさせ，自分のめあてへの意欲をもたせる。
４　学級活動（２）の評価規準
	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団や社会の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自分の食生活を見直し，望ましい食習慣を形成し，食事を通して好ましい人間関係を育もうとしている。
	給食の時間は楽しくマナーを守って食事をすることや栄養の偏りのない食事のとり方を考え，実践している。
	栄養教諭の話を聞くなどの活動を通して，自己の健康に配慮した食生活を営めるよう理解している。


５　指導の過程
(1) 事前の指導と生徒の活動

	日　時
	活動の内容
	指導上の留意点
	目指す生徒の姿と評価の方法

	６月８日
	・道徳「食事のマナーを考える」
	・学校栄養職員とのＴＴ授業を行う。

・食の大切さと学校給食について理解させ，食事の時間のあり方について関心をもたせる。
	

	６月12日

帰りの会

６月21日

学活
	・ペア活動で次の４テーマの互いの考えを聞き合う。

・題材に対する自分の意見を学級会ノートに記入する。
	・話し方や聞き方にはくせがあり，聞き合う活動を通して整える事の重要性を説明する。
・話したことカードを振り返らせながら，学級会ノートに意見を書かせる。
	【関心・意欲・態度】
・相手とコミュニケーションをとろうとしている。

〔観察〕
・オープンクエスチョンによる聞き方を実践し，相手の発言をきちんと記録している。
〔話したことカード，観察〕
【関心・意欲・態度】
・題材に関心をもち，自主的に自己の考えをまとめようとしている。
〔学級会ノート〕

	６月21日22日
	◇計画委員会

・ペア活動で出た意見を基に実態を分析し，題材を設定する。
・提案理由を検討するとともに，話合いの柱を設定し，本時の活動計画を作成する。
	・生徒の意見を踏まえ，本時の流れなどを検討し，活動に見通しをもたせる。
	【関心・意欲・態度】
・話合い活動が充実するように，自主的，自律的に準備を進めようとしている。
〔観察〕


(2) 本時の指導と生徒の活動

　　ア　本時の題材　「食事の大切さを考え，給食の時間を楽しくしよう」

　　イ　生徒の活動計画　※学級会ノート

　　ウ　本時のねらい

　　　　食事の大切さを理解し，学校の給食の時間をお互いに楽しく，気持ちよくするためにはどうすればよいか，互いの考えを生かし合いながら話合い活動を深めることを通して，自分ができることを考えさせ，自分のめあてへの活動意欲を高める。
　　

エ　教師の指導計画

	
	活動の内容
	指導上の留意点
	資料等

	目指す生徒の姿と
評価の方法

	活

動

の

開

始

６

分
	１　はじめの言葉
２　司会団の紹介


３　題材と提案理由，話合いのめあての確かめ

	・計画委員会での検討の経緯について説明するよう助言する。

・題材の価値や提案理由に関する補足をしながら，学級の連帯感が深まるような話合いになるよう助言する。
	学級会ノート
	

	活

動

の

展

開

30

分
	４　話合い

(1) 柱1の前の教師の話

柱１ 「給食も含めた食事のときに大切にしたいことはなんですか」

(2) 柱２の前の教師の話

柱２　「給食の時間を楽しく，気持ちよく過ごすために，お互いにどんなことを大事にすればよいと思いますか」

(3) 柱３の前の教師の話

柱３ 「１－○のみんなが，給食の時間をお互いに楽しく気持ちよく過ごすためには，あなたは何をすればよいと思いますか」
	・給食は他の人との会食の時間であるという視点から，普段の給食の時間の学級の様子を考え,自分の意見を発言するように促す。

・柱１で発表された意見を振り返りながら，互いに食事を楽しむための行動には何があるか考えさせる。また，給食の時間は準備から後片付けまで含まれていることを助言する。

・オープンクエスチョンによる聞き方などを取り入れ意見の交流が活発に行われるよう助言する。

・柱１，２で発表された意見を振り返りながら，一人一人に求められる考え方や行動の仕方について例示し，実践への意欲を高める。
	学級会ノート

	【思考・判断・実践】

・それぞれの柱に適した自分の意見を考え，発表している。

〔観察・学級会ノート〕


	活

動

の

ま

と

め

14

分
	５　話合ったことの確認

６　話合いの気付き・自分のめあて
７　「声が大きかったで賞」「聞き方がうまいで賞」の発表
８　教師の話

９　終わりの言葉
	・本時の話合い活動を通して気付いたことや考えたことなど，学級会ノートに記入するよう助言する。
・話合いの雰囲気を盛り上げた発言や司会団の活動などを称賛するとともに，実践に向けての意欲を高める。
	学級会ノート

めあて
表彰メダル
	【思考・判断・実践】
・話合いの流れを踏まえ，自分にあった具体的なめあてを立てている。
〔めあて，学級会ノート〕




(3)　事後の指導と生徒の活動

	日　時
	活動の内容
	指導上の留意点
	目指す生徒の姿と評価の方法

	６月26日

　～
７月５日
	・話合い活動における自分のめあてに基づいて活動する。

・振り返り活動

	・食事前に，自分のめあてについて確認させる。

・食事後，振り返りカードにめあての達成度を記入させる。
	【関心・意欲・態度】

・振り返りカードに自分の実践に対する振り返りを記入している。

〔観察，振り返りカード〕

【思考・判断・実践】

・振り返りを通して，めあてに対する自分の課題や向上した点について記述している。

〔振り返りカード〕








①　あなたにとって食事の時間とはどんな時間ですか。


②　家での食事や食事の時間に気にかけていることは何ですか。


③　給食もふくめた食事のときに大切にしたいことは何ですか。


④　１－○のみんなが，給食の時間をお互いに楽しく気持ちよく過ごすためには，あなたは何をすればよいと思いますか。














